
＝　オープンアップコンストラクション　＝

アクティブ事務活用

保
苅
浩
史
代
表
取
締
役
社
長

技
術
者
不
足
対
策
で

需
要
高
ま
る
派
遣
技
術
者

建設トップランナー倶楽部

日にフォーラム開催
「ＤＸが地域建設業の未来を拓く」


年
度
優
秀
工
事
等
表
彰
式

　

前
田

社
長﹁
引
き
続
き
支
援
・
協
力
を
﹂

首都高速前
田
社
長
か
ら
賞
状
を
受
け
取
る

受
賞
者︵
左
︶

安
全
優
良
事
業
所
表
彰


社
の

工
事
に
栄
誉

中日本高速

専
門
学
校
建
築
教
育
連
絡
協
議
会

総
会
活
動
発
表
会
開
く

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
行
う
在
校
生

活
動
発
表
会

次
世
代
経
営
者
・
経
営
幹
部

９
月
か
ら﹁
養
成
塾
﹂開
講

日本コンサル松下産業ＨＤ

ＩＣＴ活用セミナー開催
生産性向上な

ど解説

機
械
技
術
向
上
講
習
会
で

安
全
・
環
境
配
慮
の
取
組
共
有

関東切削工協組

日
本
体
育
施
設
﹁
捕
捉
集
水
桝
﹂で

地
球
に
や
さ
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

ヤ
シ
マ

ト
施
工
の
様
子

ChallengeChallenge
チャレンジ

　全国的に建設技術者の不足感は強い。打開策の一つとして注
目されているのが派遣技術者の活用だ。建設技術者の派遣最大
手の夢真（港区）を傘下に持つオープンアップグループは、昨
年に技術者派遣事業のオープンアップコンストラクション（旧
ＵＴコンストラクション）を子会社化した。同グループが抱え
る建設派遣技術者は人を超える。
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オ

プ
ン
ア

プ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ

ン
は
設
備
や
土
木

プ
ラ
ン
ト

分
野
が
得
意
な
一
方
で

夢
真
は
建

築
分
野
に
強
い

シ
ナ
ジ

︵
相
乗

効
果
︶
を
発
揮
し

派
遣
需
要
の
高

ま
り
に
応
え
る


　
保
苅
浩
史
代
表
取
締
役
社
長
は


﹁
当
社
の
女
性
施
工
管
理
者
の
割
合

は

％
と
高
く

年
々
増
加
傾
向
に

あ
る

現
場
に
も
出
ら
れ
る

ヘ
ル

メ

ト
も
か
ぶ
れ
る
事
務
員
﹃
ア
ク

テ

ブ
事
務
﹄
と
い
う
新
し
い
職
域

を
通
じ
て

女
性
の
現
場
参
加
を
促

し
て
い
る
﹂
と
話
す

ア
ク
テ

ブ

事
務
が
現
場
監
督
を
サ
ポ

ト
し


時
に
は
現
場
に
出
て
職
人
の
手
配


指
示
を
出
す

安
全
管
理
の
写
真
を

撮
影
し

こ
れ
を
フ

イ
リ
ン
グ


整
理
す
る
業
務
も
担
う

現
場
の
事

務
的
要
素
を
切
り
出
し
て

い
わ
ゆ

る
工
務
補
助
や
図
面
修
正

Ｉ
Ｃ
Ｔ

推
進
支
援
な
ど
ノ
ン
コ
ア
業
務
に
特

化
し
た
派
遣
活
用
で

現
場
社
員
の

残
業
時
間
を
削
減
で
き
る

﹁
新
卒

者

未
経
験
者
が
ア
ク
テ

ブ
事
務

と
し
て
多
様
な
業
務
を
経

験
し

適
性
に
応
じ
た
ス

ペ
シ

リ
ス
ト
を
目
指
せ

る
成
長
ス
キ

ム
も
特

長
﹂
と
強
調
す
る


　
ま
た

派
遣
先
で
の
社

員
化
を
前
提
と
し
た
２
年

以
上
の
長
期
派
遣
サ

ビ

ス
﹁
キ

リ
ア
バ
ト
ン
サ


ビ
ス
﹂
を
展
開
し
て
い

る

原
則
２
年
以
上
の
長
期
派
遣
と

す
る
こ
と
で

派
遣
社
員
が
継
続
的

に
ス
キ
ル
を
磨
け
る
よ
う
に
し
た


派
遣
後
も
社
内
研
修
な
ど
で
継
続
的

に
教
育
を
施
し
て

資
格
の
取
得
を

促
す

面
談
な
ど
定
期
的
な
フ

ロ


も
欠
か
さ
な
い

　

　
保
苅
社
長
は
﹁
建
設
業
界
は
離
職

率
が
高
い

他
業
種
と
の
人
材
獲
得

競
争
が
激
化
す
る
中

労
働
者
に
選

ば
れ
る
建
設
業
と
な
る
た
め
に
﹃
派

遣
と
い
う
選
択
肢
﹄
が
業
界
の
持
続

可
能
な
成
長
に
向
け
た
重
要
な
戦
略

と
言
え
る
だ
ろ
う

今
後
は
外
国
人

技
術
者
の
派
遣
に
も
注
力
し
て
い

く
﹂
と
展
望
を
語

た


（６）＜第三種郵便物認可＞ ２０２４年（令和６年）６月１４日＜金曜日＞

　
建
設
ト

プ
ラ
ン
ナ

倶
楽
部
︵
米

田
雅
子
代
表
幹
事
︶
は

﹁
第

回
建

設
ト

プ
ラ
ン
ナ

フ


ラ
ム
﹂
を


日
に
開
催
す
る

テ

マ
は
﹁
Ｄ
Ｘ

が
地
域
建
設
業
の
未
来
を

拓
く
﹂

建
設
業
が
抱
え

る
課
題
に
つ
い
て
地
域
の

守
り
手
で
あ
り

支
え
手

で
あ
る
中
小
建
設
業
が
取

る
べ
き
Ｄ
Ｘ
戦
略
を
考
え

る


　
当
日
は
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む

６
社
が
事
例
を
発
表
す

る

ま
た

特
別
発
表
と

し
て
能
登
半
島
地
震
の
復

旧
・
復
興
に
お
け
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

石
川
県

建
設
業
協
会
専
務
理
事
の

山
岸
勇
氏
が
講
演
す
る


フ


ラ
ム
の
模
様
は
会

場
︵
東
京
・
イ
イ
ノ
ホ


ル
︶
か
ら
ネ

ト
中
継
す
る


　
参
加
費
は
無
料
で
午
後
３
時
開
始


視
聴
は
事
前
に
フ


ム
︵https://

ws.formzu.net/fgen/S66411641/

︶

か
ら
申
し
込
む

建
設
ト

プ
ラ
ン
ナ


倶
楽
部
の
ホ

ム
ペ

ジ︵https:/
/kentop.org/

︶か
ら
も
申
し
込
み
可


　
事
例
発
表
の
概
要
は
次
の
通
り


　
▽
Ｄ
Ｘ
で
新
た
な
価
値

創
造
を
！
﹁
農
業
×
土
木

×
教
育
﹂

砂
子
組
︵
北

海
道
︶
▽
農
商
工
に
よ
る

６
次
産
業
化
の
Ｄ
Ｘ

愛

亀
︵
愛
媛
県
︶
▽
林
道
工

事
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
生
産

性
向
上
を
！

平
賀
建
設

︵
山
梨
県
︶

　
▽
﹁
特
別
発
表
﹂
能
登

半
島
地
震
に
お
け
る
地
域

建
設
業
の
取
り
組
み︵
仮
︶


石
川
県
建
設
業
協
会
専

務
理
事
　
山
岸
勇
氏

　
▽
地
方
ゼ
ネ
コ
ン
の
Ｂ

Ｉ
Ｍ
戦
略

美
保
テ
ク
ノ

ス
︵
鳥
取
県
︶
▽
地
域
建

設
業
に
求
め
ら
れ
る
Ｄ
Ｘ

と
は
？

金
杉
建
設
︵
埼
玉
県
︶
▽
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
た
無
人
化
施
工
の

挑
戦
！

中
和
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ン

︵
奈
良
県
︶

　
首
都
高
速
道
路
会
社
は

日
に
２
０
２
３
年
度
の

優
秀
工
事
等
表
彰
式
を
開
き

工
事
や
調
査
・
設
計

で
優
れ
た
成
果
を
収
め
た
企
業
な
ど
に
賞
状
を
贈


て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
評
し
た

部
門
別
に
優

秀
工
事
で
７
件
・
６
者

優
秀
技
術
者
で
３
件
・
３

者

優
秀
調
査
・
設
計
業
務
で

件
・
７
者

安
全

管
理
優
良
工
事
で
７
件
・
５
者
を
選
ん
だ

あ
い
さ

つ
に
立

た
前
田
信
弘
代
表
取
締
役
社
長
は
﹁
い
ず

れ
も
創
意
工
夫
を
重
ね
つ
つ

高
い
技
術
力
を
発
揮

さ
れ
て
当
社
の
事
業
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い

た
﹂
な
ど
と
感
謝
の
意
を
表
明

そ
の
上
で

首
都

高
が
﹁
安
全
・
安
心
・
快
適
で
質
の
高
い
サ

ビ
ス

の
提
供
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
﹂
こ
と
な
ど
を
伝

え
な
が
ら

﹁
こ
れ
ま
で
も

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
の
支
援
と
協
力
が
不
可
欠
だ
﹂
と
受
賞
者
を

激
励
し
た


　
全
国
専
門
学
校
建
築
教
育

連
絡
協
議
会
︵
松
田
正
之
会

長
︶
は
８
日

横
浜
市
内
で

定
例
総
会
と
在
校
生
活
動
発

表
会
を
開
い
た

同
協
議
会

は

全
国
の
建
築
系
専
門
学

校
で
構
成
さ
れ
る
団
体
で


今
年
で
創
立

年
目
を
迎
え

る


　
定
例
会
で
は

年
度
事
業

報
告
・
決
算
報
告


年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど

の
議
案
を
審
議
し

全
会
一

致
で
可
決
し
た

在
校
生
活

動
発
表
会
で
は
広
島
工
業
大

学
専
門
学
校
が
﹁
空
き
家
問

題
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂

東
海

工
業
専
門
学
校
金
山
校
が

﹁
住
宅
設
計
コ
ン
ペ
﹂

日

本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校

が
﹁
近
年
の
産
学
連
携
・
地

域
連
携
の
取
り
組
み
事
例
﹂

専
門
学
校
東
京
テ
ク
ニ
カ
ル

カ
レ

ジ
が
﹁
学
生
寮
改
装

プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂
を
テ

マ

に

そ
れ
ぞ
れ
学
生
が
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
講
演
し
た


　
松
田
会
長
は
﹁
会
員

校

の
う
ち

校
の
各
先
生
が
参

加
し

協
議
会
の
活
動
に
関

心
が
あ
る
と
思

て
い
る


総
会
や
発
表
会
を
機

に

人
材
育
成
に
つ

い
て
情
報
交
換
し


教
育
現
場
に
生
か
し

て
ほ
し
い
﹂
と
あ
い

さ
つ
し
た

白
井
雅

哲
副
会
長
は
﹁
今
回

で
２
回
目
の
発
表
会

を
迎
え
る

専
門
学

校
は
学
生
に
基
礎
を

教
え
る
と
同
時
に


実
践
で
き
る
場
所
を

提
供
す
る
こ
と
が
重

要
だ
﹂
と
語

た


　
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
グ

ル

プ
︵
新
宿
区

清
水
秀

一
社
長
︶
は

９
月

日
か

ら
２
０
２
５
年
５
月
に
か
け

て
﹁
地
域
建
設
業
の
次
世
代

経
営
者
・
経
営
幹
部
養
成
塾
﹂

を
開
講
す
る

参
加
者
は
集

合
形
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計


回
受
講
し

次
世
代
経
営
者

と
し
て
の
視
点
や
経
営
を
分

析
す
る
力
を
身
に
付
け
る


　
同
塾
で
は

建
設
業
界
の

経
営
コ
ン
サ
ル
テ

ン
グ
を

通
じ
て
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
５
人
の
講
師
が
講
義

を
実
施

期
間
中
で
あ
れ
ば

質
疑
や
補
習
に
対
応
す
る
支

援
体
制
を
整
え
る
他

同
期

メ
ン
バ

や
同
塾
Ｏ
Ｂ
の
経

営
者
な
ど
と
の
交
流
機
会
が

用
意
さ
れ
て
い
る


　
受
講
料
は

万
円
︵
税
込

み
︶

会
場
は
第
２
ニ

コ

ン
ビ
ル
︵
新
宿
区
下
落
合
３

ノ

ノ

︶

受
講
時
間
は

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で

８
月

日
ま
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
る

定
員
は


人


　
問
い
合
わ
せ
は
同
社
建
設

産
業
研
究
所
　
電
話
０
３

︵
３
９
５
０
︶
１
１
７
８


　
日
本
体
育
施
設︵
中
野
区


越
後
幸
太
郎
社
長
︶
は

特

許
製
品
の
﹁
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ

ク
捕
捉
集
水
桝
﹂
を

活
用
し
た
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ

ク
の
海
洋
流
出
低
減
を

推
進
し
て
い
る

人
工
芝
グ

ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
利
用
や
経

年
劣
化
で
発
生
し
た
パ
イ
ル

片
や
ゴ
ム
チ

プ
の
流
出
を

防
ぎ

地
球
に
や
さ
し
い
ス

ポ

ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
創
造

す
る


　
人
工
芝
を
用
い
た
施
設
に

お
い
て

排
水
管
に
つ
な
が

る
﹁
捕
捉
集
水
桝
﹂
に
耐
久

性
と
透
水
性
に
優
れ
た
不
織

布
タ
イ
プ
の
ヤ
シ
マ

ト
を

設
置

ろ
過
さ
れ
た
水
の
み

を
排
出
し

人
工
芝
や
ゴ
ム

チ

プ
な
ど
の
流
出
を
防

ぐ


　
主
に
サ

カ

場

陸
上

競
技
場

テ
ニ
ス
コ

ト


野
球
場
な
ど
に
設
置
す
る

こ
と
が
可
能

堆
積
し
た
マ


ト
の
交
換
の
み
と
メ
ン
テ

テ
ナ
ン
ス
も
簡
単
で

長
期

的
な
抑
止
効
果
を
維
持
す

る


　
同
社
で
は

プ
ラ
ス
チ


ク
ご
み
の
海
洋
流
出
に
よ

る
汚
染
や
生
物
・
人
体
へ
の

悪
影
響
な
ど
が
問
題
視
さ

れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え


環
境
負
荷
の
低
減
に
寄
与

す
る
製
品
を
提
供
し
て
い

る


　
関
東
切
削
工
事
業
協
同
組

合
︵
松
村
健
司
理
事
長
︶
は

７
日

切
削
機
を
扱
う
上
で

施
し
て
い
る
創
意
工
夫
な
ど

を
意
見
交
換
す
る
﹁
令
和
６

年
機
械
技
術
向
上
講
習
会
﹂

を
開
い
た

会
員
各
社
の
現

場
オ
ペ
レ

タ

な
ど
約


人
が
参
加
し

安
全
や
環
境

に
配
慮
し
た
各
社
の
取
り
組

み
に
耳
を
傾
け
た

写
真


　
冒
頭

松
村
理
事
長
は

﹁
現
場
で
は
毎
日

切
削
機

や
ス
イ

パ

な
ど
を
動
か

し
て
い
る

作
業
者
が
安
全

に
作
業
で
き
る
よ
う
に

ま

た

周
辺
環
境
に
配
慮
し
た

操
作
が
で
き
る
よ
う
に
各
社

は
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る


好
事
例
を
参
考
に
し
て
毎
日

の
作
業
に
生
か
し
て
ほ
し

い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
た

さ

ら
に

災
害
防
止
の
観
点
か

ら
﹁
日
頃
か
ら
重
大
事
故
を

防
止
す
る
と
い
う
意
識
を
持


て

切
削
機
を
安
全
に
使

用
す
る
た
め
の
知
識
を
身
に

付
け
て
ほ
し
い
﹂と
訴
え
た


　
講
習
会
で
は

全

国
の
切
削
工
事
会
社

が
取
り
組
ん
で
い
る

創
意
工
夫
事
例
を


件
紹
介
し
た

﹁
車

両
周
辺
の
安
全
性
を

さ
ら
に
確
保
す
る
た

め
に
カ
メ
ラ
や
セ
ン

サ

を
新
た
に
取
り

付
け
た
﹂
と
い

た

具
体
的
な
事
例
を
会

員
各
社
で
共
有
し

た


　
中
日
本
高
速
道
路
会
社
東

京
支
社
は
３
日
に
都
内
で
工

事
安
全
協
議
会
の
総
会
を
開

き


社
の

工
事
を
２
０

２
３
年
度
の
安
全
優
良
事
業

所
と
し
て
表
彰
し
た

写

真

協
議
会
の
会
長
を
務
め

る
松
井
保
幸
東
京
支
社
長

は

協
議
会
に
参
加
す
る
管

内
１
８
２
工
事
の
１
１
０
社

を
﹁
無
事
故
・
無
災
害
で
の

施
工
を
目
指
し
日
々
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
﹂
と
評
し
つ

つ

新
東
名
高
速
道
路
の
工

事
や
東
名
高
速
道
路
の
リ
ニ



ア
ル
工
事
な
ど
が
﹁
着

実
に
進
展
し
て
い
る
の
も


皆
さ
ん
の
多
大
な
協
力
の
お

か
げ
だ
﹂
と
感
謝
の
意
を
伝

え
た


　
一
方
で


年
度
に
死
亡

事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
て

安
全
点
検
を
は
じ
め

と
す
る
安
全
管
理
の
継
続
を

要
請

ま
た

受
損
事
故
が


年
度
に
比
べ

％
減
少
し

た
こ
と
か
ら
﹁
引
き
続
き
現

地
条
件
を
考
慮
し
た
対
策
に

挑
ん
で
ほ
し
い
﹂
と
呼
び
掛

け
た


　
さ
ら
に

建
設
業
の
働
き

方
改
革
を
実
現
す
る
た
め


各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
践

な
ど
を
通
じ
て
﹁
一
人
一
人

の
意
識
改
革
に
取
り
組
む
﹂

と
宣
言
し
た


　
受
賞
企
業
と
担
当
工
事
は

次
の
通
り



建
設
事
業
部
会


◎
竣
工

　
︻
厚
木
工
事
事
務
所
︼
エ

ス
・
ケ
イ
・
デ


新
東
名

高
速
道
路
子
易
地
区
調
整
池

整
備
工
事
▽
三
井
住
友
建
設


新
東
名
高
速
道
路
伊
勢
原

地
区
コ
ン
ク
リ


ト
構
造
物
補

強
工
事

◎
施
工
中

　
︻
厚
木
工
事

事
務
所
︼
大
成

建
設

新
湘
南

バ
イ
パ
ス
赤
羽

根
高
架
橋
鋼
橋

耐
震
補
強
工
事

　
︻
沼
津
工
事

事
務
所
︼
大
林

組

奥
村
組
土

木
興
業

新
東

名
高
速
道
路
小

山
町
用
沢
地
区
飛
球
防
護
対

策
工
事


保
全
サ

ビ
ス
事
業
部
会

◎
竣
工

　
︻
伊
勢
原
保
全
・
サ

ビ

ス
セ
ン
タ

︼
名
工
建
設


西
湘
バ
イ
パ
ス
西
湘
パ

キ

ン
グ
エ
リ
ア
︵
下
り
線
︶
ト

イ
レ
棟
他
新
築
工
事

　
︻
静
岡
保
全
・
サ

ビ
ス

セ
ン
タ

︼
木
内
建
設

東

名
高
速
道
路
西
脇
高
架
橋
支

承
取
替
工
事
▽
鈴
木
組

東

名
高
速
道
路︵
特
定
更
新
等
︶

静
岡
Ｉ
Ｃ

焼
津
Ｉ
Ｃ
間
石

脇
下
地
区
の
り
面
排
水
施
設

更
新
工
事
▽
シ

テ

ク


東
名
高
速
道
路
︵
特
定
更
新

等
︶
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ

菊

川
Ｉ
Ｃ
間
牛
渕
地
区
の
り
面

排
水
施
設
更
新
工
事
▽
大
成

ロ
テ

ク

東
名
高
速
道
路

静
岡
管
内
豊
田
地
区
の
り
面

災
害
復
旧
工
事

　
︻
浜
松
保
全
・
サ

ビ
ス

セ
ン
タ

︼
日
本
道
路

東

名
高
速
道
路
浜
松
管
内
舗
装

改
良
工
事︵
２
０
２
０
年
度
︶

▽
五
洋
建
設

新
東
名
高
速

道
路
桂
島
地
区
の
り
面
災
害

復
旧
工
事
▽
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ク
ロ
ス

テ

ク

東
名
高
速
道
路
宇

利
ト
ン
ネ
ル
非
常
用
設
備
更

新
工
事
▽
三
菱
電
機

東
名

高
速
道
路
大
井
川
焼
津
藤
枝

ス
マ

ト
イ
ン
タ

チ

ン

ジ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
集
約
監
視
設
備
改

造
工
事

◎
施
工
中

　
︻
伊
勢
原
保
全
・
サ

ビ

ス
セ
ン
タ

︼
西
松
建
設


西
湘
バ
イ
パ
ス
小
田
原
港
橋

他
２
橋
耐
震
補
強
工
事
▽
シ



ボ
ン
ド
建
設

東
名
高

速
道
路
︵
特
定
更
新
等
︶
秦

野
高
架
橋
他
１
橋
支
承
取
替

工
事

　
︻
御
殿
場
保
全
・
サ

ビ

ス
セ
ン
タ

︼
ゼ
ン
テ

ク


東
名
高
速
道
路
︵
特
定
更

新
等
︶
大
沢
川
高
架
橋
他
１

橋
鋼
橋
補
強
工
事
▽
オ
リ
エ

ン
タ
ル
白
石

東
名
高
速
道

路
︵
特
定
更
新
等
︶
下
谷
高

架
橋
他
３
橋
コ
ン
ク
リ

ト

橋
補
強
工
事

　
︻
富
士
保
全
・
サ

ビ
ス

セ
ン
タ

︼
平
井
工
業


東
名
高
速
道
路
沼
津
Ｉ
Ｃ


富
士
Ｉ
Ｃ
間
管
渠
更
生
工

事

　
受
賞
者
と
担
当
の
工
事


調
査
・
設
計
な
ど
は
次
の
通

り


　
︻
優
秀
工
事
︼
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

シ



ボ
ン
ド
建
設
︵
Ｊ
Ｖ
︶


︵
修
︶
上
部
工
補
強
工
事
１


２
１
６
▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ

高
速
都
心
環

状
線
緊
急
復
旧
工
事
▽
新
和

興
業

︵
修
︶
ト
ン
ネ
ル
消

火
設
備
改
修
工
事
２
０
２
１


１

２
▽
横
河
ブ
リ

ジ


︵
修
︶
上
部
工
補
強
工
事

２

２
０
４
▽

シ


ボ
ン
ド

建
設

︵
修
︶

上
部
工
補
強
工

事
２

２
０
８

▽
大
国
屋
電
機

工
業

︵
修
︶

照
明
設
備
改
修

工
事
２
０
２
２


２

１
▽
日

本
コ
ム
シ
ス


︵
修
負
︶
照
明

設
備
他
改
修
工

事
２
０
２
１


３

１

　
︻
優
秀
技
術

者︵
敬
称
略
︶︼

大
貫
祐
輔
︵
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
︶

︵
修
︶
上

部
工
補
強
工
事
１

２
１
６

▽
仲
野
正
光
︵
新
和
興
業
︶


︵
修
︶
ト
ン
ネ
ル
消
火
設

備
改
修
工
事
２
０
２
１

１


２
▽
高
橋
恵
介
︵
シ



ボ
ン
ド
建
設
︶

︵
修
︶
上

部
工
補
強
工
事
２

２
０

８　︻
優
秀
調
査
・
設
計
業
務
︼

パ
シ
フ


ク
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ

交
通
管
制
用
カ
メ
ラ

の
高
度
化
に
関
す
る
技
術
資

料
作
成︵
２
０
２
２
年
度
︶

︵
修
︶
都
心
環
状
線
︵
銀
座

・
京
橋
出
入
口
付
近
︶
の
更

新
に
お
け
る
沿
道
開
発
と
の

一
体
的
整
備
に
係
る
構
造
及

び
施
工
計
画
検
討
︵
２
０
２

２
年
度
︶

環
境
測
定
調
査

２
０
２
２

２

２
︵
沿
道

環
境
調
査
︶
▽
オ
リ
エ
ン
タ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

︵
高

改
修
費
︶
景
観
向
上
対
策
に

関
す
る
技
術
資
料
作
成
︵
２

０
２
２
年
度
︶

　
▽
ニ
チ
レ
キ

︵
高
改
修

費
︶
舗
装
の
設
計
施
工
に
関

す
る
技
術
資
料
作
成
︵
２
０

２
２
年
度
︶
▽
電
気
技
術
開

発

次
世
代
無
線
設
備
の
運

用
に
関
す
る
技
術
資
料
作
成

︵
２
０
２
３
年
度
︶︵
修
︶

電
気
通
信
設
備
改
修
設
計
２

０
２
２

３

１
▽
エ
コ


プ
ラ
ン

︵
修
︶
機
械
設
備

補
修
設
計
２
０
２
１

１


２

︵
修
︶
機
械
設
備
補
修

設
計
２
０
２
２

１

１


︵
修
︶
機
械
設
備
改
修
設
計

２
０
２
２

２

１
▽
日
本

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
︵
修
︶

構
造
物
設
計
２
０
２
２

２


４
︵
鋼
ゲ
ル
バ

式
ト
ラ

ス
橋
等
の
補
修
補
強
設
計
︶

▽
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発


︵
改
︶
高
速
都
心
環
状
線

︵
日
本
橋
区
間
︶
既
設
石
造

ア

チ
橋
に
対
す
る
近
接
影

響
検
討

　
︻
安
全
管
理
優
良
工
事
︼

日
本
道
路

︵
修
︶
舗
装
改

修
工
事
２
０
２
２

１

１

▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ

シ


ボ
ン
ド
建
設

︵
Ｊ
Ｖ
︶

︵
修
︶
上
部
工

補
強
工
事
１

２
１
６
▽
Ｊ

Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ


高
速
都
心
環
状
線
緊
急
復
旧

工
事
▽
大
国
屋
電
機
工
業


︵
修
︶
照
明
改
修
工
事
２
０

２
２

１

１

︵
修
︶
照

明
設
備
改
修
工
事
２
０
２
２


２

１
▽
横
河
ブ
リ

ジ


︵
修
︶
上
部
工
補
強
工
事

２

２
０
４
▽
シ


ボ
ン

ド
建
設

︵
修
︶
上
部
工
補

強
工
事
２

２
０
８

　
松
下
産
業
ホ

ル
デ

ン

グ
ス
︵
文
京
区
︶
と
Ｋ
Ｋ


建
人
材
教
育
セ
ン
タ

︵
小

平
市
︶
は
７
日

都
内
で

﹁
地
元
建
設
会
社
の
災
害
対

応
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ


﹂
を
開
い
た

写
真

平

常
時
の
ハ
ザ

ド
監
視
知
識

・
実
践
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
の

融
合
を
テ

マ
に

防
災
土

木
専
門
知
識
と
生
産
性
向
上

を
解
説
し
た


　
前
半
の
部
で
は

島
根
県

集
中
豪
雨
災
害
の
対
応
例

を
紹
介
し

土
砂
災
害
な
ど

の
ハ
ザ

ド
監
視
や
危
険

度
判
定
に
加
え

市
民
に
対

す
る
防
災
教
育
方
法
な
ど
に

つ
い
て

藤
井
基
礎
設
計
事

務
所
の
技
術
士
が
講
演
し

た


　
後
半
の
部
で
は

イ
ン
フ

ラ
Ｄ
Ｘ
大
賞
を
受
賞
し
た
カ

ナ
ツ
技
研
工
業
︵
松
江
市
︶

や
金
杉
建
設
︵
埼
玉
県
春
日

部
市
︶
の
担
当
者
が

３
次

元
点
群
技
術
を
活
用
し
た
施

工
オ

ト
メ

シ

ン
化


擁
壁
な
ど
の
沈
下
原
因
の
画

像
解
析

出
来
形
計
測
や
配

筋
検
査
の
自
動
処
理
な
ど
の

実
例
を
説
明
し
た

ま
た
蜂

谷
工
業︵
岡
山
市
︶か
ら
は


デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
労
力
を


％
削
減
し
た
と
い
う
削
孔

管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
経
緯

を
紹
介
し
た



